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ラスにおける不静定力構成についてキングポストト
男久亀ブじ長

King Constitution Theory Of An Indeterminate Force On A 

post Truss. 

Kikuo NAGAMOTO 

This paper explained that an indeterminate force of a kingpost truss with general loading is 

superposed by its force regard as one concentrated load. 
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然 らば(1)の分母は次の よ うにな る 。
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図ー l を参照 し ， 図の よ うに 1 個の集中荷重 力が作
用す る場合のモーメン ト は次の よ うに求め得 ら れ る 。
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(1)式の分子を計算すれば次の よ うに求 め得 ら れ る 。
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こ の場 合の不静定 力は(1)式に代 入 し 次 の よ うに求め
得 られ る 。
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図 1 に示す よ うなキ ングポス ト ト ラ スにおし、て種

々 の荷重 状態におけ る 不静定 力を求め る ために， そ の

基本 と してPな るI個の集中荷重が図 1 に示す よ う

な位置に作用す る場合について考え る こ と にす る 。 い
ま， は り AD，DBのヤ ング係数 E J， 断面積 A j ，断面力T ，
キ ン グポス ト CD のヤ ン グ係数 E 2'断面積 A2'断面力
V と す る 。 Tの水平分力X を不静 定 カに と る 。 Sをつ

なぎ材， 及び支柱にX = 1 に よ っ て生ずる 応 力 と す
る 。 s をつなぎ材 の長さ h をキ ングポス ト の長さ，
p=材 の長さ/E A� f をスパ ン， 荷重に よ るモーメン
ト をMo と すれば ， 図- 1 を参照 して不静定 力は次 の

式で求め得 ら れ る 。 但 し AB のヤ ング係数 E， 断面積
A， 断面2 次モーメン ト 1 と す る 。
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(10) 
さて ， 図ー 1 に示す よ うに集中荷量 Pが O � 一子ま

での間にが場合の Moyは次 の よ うな 関係か ら成立
っ て い る 。

Moyについて考え るに(9)式に よ り3段階か ら成立つ
ている こ と がわか る 。 すな わちxがa よ り 小さい と き，

x ;6' aを越 してす よ り 小さい場合， x カゴ を越し
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y は次の式で与え られ るもの と す る 。

y = _}_!1 = --x z 
(め式の分 母について計算すれば次 の よ うにな る 。
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X = 1 に よ るT， Vは次 の よ うに求め 得 ら れ る 。
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図-2

た場合 と であ る 。 こ れ ら の関係を図で示せば図ー 2 の
よ うtこな る 。

こ の図に おい て 実 線は掛け合わさ る べ き 長 さ を 示
し， 点、 線は除す る長さを示すもの と す る 。 a が図の よ
うな位置に あ る と してx が a よ り 小さい場合には P
に a bの長さ， cd の長さを掛け て ， bc の長さで割 り そ
れに 2 h/l' とe f の長さを掛けたもの を掛け合せたもの

であ る 。 x iJ'; a を越えてJf よ り 小さい場 合 は P に

gh の長さに ijの長さを掛けたもの を掛け合し i h の長
さで割 り ， 2 h/ l' と k l'の長さを掛けあわしたものであ

る 。 x がすを越えた場合には P Vこmn の 長さに op

の長さを掛けて no の長さで割 り ， それに 2 h/l' と qr
の長さを掛けたもの を掛け あ わしたものである。 a が

すか らE までの間にあ る 場合のMoyflx れ よ り 小

さく{ よ り も小さい場合 x iJ'; a よ り 小さくすよ

り 大き い場合， x が a を越す場合があ り 図 3 の よ う
な 関係が成立 っ て い る 。

図-3の関係を見れば図- 2 を裏返しにしたもので

あ るこ と が判 る 。 すなわち a がすか ら E の間にあ
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図- 3

る 場合は J �MOYdx を考え る と き(9)式の a の代わ り に

(l' -a) を代入すれば よ い。
然 らば全経過にわた っ て集中荷重をもっキングポス

ト ト ラ スの J �MOYむを考え る 場合には集中荷重群を

0 ~;の間に あ る幅削 i (i = 1 ， 2 ， 3 ..... .n) 

とすか ら E の間に あ る 荷重群 P 2i (i = 1 ， 2 ， 3 ，  

…… k) に分けて考えれば よ いわけで， こ の場合の(ω
式は次 の よ うに記す こ と ができ る 。
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図-4
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こ の場合の不静定 力は(吟式に代入 と て 次 の よ うに求
め得 ら れ る 。
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この場合の不静定 力は(1)に代入 し て次の よ うに求め
得 ら れ る。
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い ま p な る等分布荷重が全径間にあ る 場合の

(協同Xは荷重を O � すの 1 群 と す � .e までの

一群に分かち次 の よ うに計算す る こ と がで き る 。
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